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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】細胞の接着性に優れ、且つ細胞が増殖しやすいキトサンマトリックスを提供する
。
【解決手段】エレクトロスピニング等により形成されたキトサン繊維の繊維集合体で、キ
トサン繊維の少なくとも表面を、スルホン化キトサンを含む溶液に浸漬しスルホン化キト
サンを吸着させたり、キトサン繊維集合体をスルホン化処理することで、スルホン化キト
サンを繊維表面に形成する。さらにキトサンマトリックスには血清を付加したものも含ま
れる。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
キトサン繊維の繊維集合体からなり、前記キトサン繊維の少なくとも表面にスルホン化キ
トサンが存在することを特徴とするキトサンマトリックス。
【請求項２】
請求項１に記載のキトサンマトリックスにおいて、前記キトサン繊維の表面にスルホン化
キトサンが吸着したものであることを特徴とするキトサンマトリックス。
【請求項３】
請求項２に記載のキトサンマトリックスにおいて、スルホン化キトサンを含む溶液に前記
繊維集合体を浸漬させることで形成されたものであることを特徴とするキトサンマトリッ
クス。
【請求項４】
請求項１に記載のキトサンマトリックスにおいて、前記キトサン繊維をスルホン化したも
のであることを特徴とするキトサンマトリックス。
【請求項５】
請求項１～４の何れかに記載のキトサンマトリックスにおいて、キトサン繊維がエレクト
ロスピニングにより形成されたものであることを特徴とするキトサンマトリックス。
【請求項６】
請求項１～５の何れかに記載のキトサンマトリックスにおいて、血清を付加したものであ
ることを特徴とするキトサンマトリックス。
【請求項７】
請求項１～６の何れかに記載のキトサンマトリックスからなることを特徴とする細胞培養
基材。
【請求項８】
請求項１～６の何れかに記載のキトサンマトリックスからなることを特徴とする創傷被覆
材。
【請求項９】
請求項１～６の何れかに記載のキトサンマトリックスからなることを特徴とする神経再生
材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、キトサンマトリックスに関し、特に生体材料として好適なキトサンマトリッ
クス並びにそれを用いた細胞培養基材、創傷被覆材及び神経再生材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、生体材料の需要は非常に高く、例えば、創傷被覆材、神経再生材等に好適なもの
が求められている。
【０００３】
　創傷被覆材は、細胞増殖因子が生体外へ出ないように、創傷部位を閉鎖・密封するため
の材料であり、ベスキチンＷ（１１１度熱傷適応、ユニチカ製）、ベスキチンＷ－Ａ（皮
下組織の損傷、ユニチカ製）、ベスキチンＦ（筋、骨に至る創傷、ユニチカ製）、ウレザ
ックＣ（片倉チッカリン）などのキチン／キトサンを用いたものが提案されている（例え
ば、特許文献１又は２参照）。上述した創傷被覆材は、生体適合性に優れ、創面に分泌さ
れる浸出液に多量に含まれる細胞増殖因子を外に出ないようにすることができるため、皮
膚外傷を早く治癒することができる。
【０００４】
　いずれの生体材料も、生体適合性に優れるものであるが、さらに細胞の接着性に優れ、
且つ細胞が増殖しやすいものが求められている。
【０００５】
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【特許文献１】特公平５－２６４９８号公報（特許請求の範囲等）
【特許文献２】特公昭６３－５９７０６号公報（特許請求の範囲等）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明はこのような事情に鑑み、細胞の接着性に優れ、且つ細胞が増殖しやすいキトサ
ンマトリックス並びにそれを用いた細胞培養基材、創傷被覆材及び神経再生材を提供する
ことを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決する本発明の第１の態様は、キトサン繊維の繊維集合体からなり、前記
キトサン繊維の少なくとも表面にスルホン化キトサンが存在することを特徴とするキトサ
ンマトリックスにある。
【０００８】
　本発明の第２の態様は、第１の態様に記載のキトサンマトリックスにおいて、前記キト
サン繊維の表面にスルホン化キトサンが吸着したものであることを特徴とするキトサンマ
トリックスにある。
【０００９】
　本発明の第３の態様は、第２の態様に記載のキトサンマトリックスにおいて、スルホン
化キトサンを含む溶液に前記繊維集合体を浸漬させることで形成されたものであることを
特徴とするキトサンマトリックスにある。
【００１０】
　本発明の第４の態様は、第１の態様に記載のキトサンマトリックスにおいて、前記キト
サン繊維をスルホン化したものであることを特徴とするキトサンマトリックスにある。
【００１１】
　本発明の第５の態様は、第１～４の何れかの態様に記載のキトサンマトリックスにおい
て、キトサン繊維がエレクトロスピニングにより形成されたものであることを特徴とする
キトサンマトリックスにある。
【００１２】
　本発明の第６の態様は、第１～５の何れかの態様に記載のキトサンマトリックスにおい
て、血清を付加したものであることを特徴とするキトサンマトリックスにある。
【００１３】
　本発明の第７の態様は、第１～６の何れかの態様に記載のキトサンマトリックスからな
ることを特徴とする細胞培養基材にある。
【００１４】
　本発明の第８の態様は、第１～６の何れかの態様に記載のキトサンマトリックスからな
ることを特徴とする創傷被覆材にある。
【００１５】
　本発明の第９の態様は、第１～６の何れかの態様に記載のキトサンマトリックスからな
ることを特徴とする神経再生材にある。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、細胞の接着性に優れ、且つ細胞が増殖しやすいキトサンマトリックス
となる。このキトサンマトリックスは、製造が容易であり、低コストで製造できるもので
ある。また、キトサンマトリックスを用いると、生体適合性に優れ、細胞の接着性に優れ
、且つ細胞が増殖しやすい細胞培養基材、創傷被覆材、神経再生材を実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明にかかるキトサンマトリックスは、キトサン繊維の繊維集合体からなり、キトサ
ン繊維の少なくとも表面にスルホン化キトサンが存在するものである。かかるキトサンマ
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トリックスは、キトサン繊維の繊維集合体からなることにより、生体適合性に優れ、細胞
が増殖しやすいものとなり、表面にスルホン化キトサンが存在することで、細胞が接着し
やすいものとなる。なお、スルホン化キトサンは、繊維集合体の表面のみに存在すればよ
いが、勿論、繊維集合体の内部に存在してもよい。
【００１８】
　スルホン化キトサンとは、キトサンがスルホン化されたものであり、キトサン（β－ポ
リ－Ｄ－グルコサミン）の有するアミノ基（２位）、水酸基（３、６位）のいずれか一つ
以上にスルホ基が導入されたものを指す。本発明におけるスルホン化キトサンは、いずれ
の官能基にスルホ基が導入されたものであってもよい。
【００１９】
　本発明のキトサンマトリックスは、例えば、キトサン繊維の繊維集合体の表面にスルホ
ン化キトサンを吸着させることにより形成できる。かかるキトサンマトリックスは、例え
ば、スルホン化キトサンを含む溶液に繊維集合体を浸漬させることで形成される。これに
より、繊維集合体を構成するキトサン繊維の表面がスルホン化キトサンでコーティングさ
れ、少なくとも表面にスルホン化キトサンが存在する。スルホン化キトサンを含む溶液に
繊維集合体を浸漬させる時間は特に限定されず、キトサン繊維の少なくとも表面にスルホ
ン化キトサンが吸着すればよい。
【００２０】
　スルホン化キトサンを含む溶液の製造方法は特に限定されないが、例えば、キトサンと
、ＳＯ３－Ｎ、Ｎ－ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）ｃｏｍｐｌｅｘ溶液とを反応させ、
得られた反応液を透析により精製し、蒸留水に溶解させることにより得られる。
【００２１】
　また、キトサンマトリックスは、少なくとも一部のキトサン繊維がスルホン化したもの
であってもよい。すなわち、上述したようにスルホン化キトサンを吸着させるのではなく
、キトサン繊維自身をスルホン化処理したものであってもよい。このキトサンマトリック
スの製造方法としては、例えば、キトサン繊維をＳＯ３－Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド
（ＤＭＦ）ｃｏｍｐｌｅｘ溶液に浸漬し、繊維表面をスルホン化する方法がある。
【００２２】
　キトサン繊維の繊維集合体とは、キトサン繊維が絡み合って形成されたものであり、好
ましくはメッシュ状である。メッシュ状とは、所望の開口を有する網目状のことである。
繊維が絡み合うことで、繊維と繊維の間の開口から細胞が侵入しやすく、また繊維が絡ん
で網目状となっている部分に細胞がひっかかりやすいため、より細胞が付着しやすく、接
着した細胞を安定して保持することができる。
【００２３】
　なお、キトサン繊維はエレクトロスピニングにより形成されたものであることが好まし
い。エレクトロスピニング（静電紡糸）により形成されたキトサン繊維を用いることで、
非常に小さく均一な繊維径の繊維からなる繊維集合体とすることができる。なお、繊維の
繊維径は、好ましくは５μｍ以下であり、さらに好ましくは０．０１～３．０μｍ、特に
好ましくは０．１～１．０μｍである。この範囲とすることで、繊維集合体は、細胞がひ
っかかる部分（繊維）や、繊維と繊維の間にできる細胞が入り込む開口が小さくなるため
、細胞が付着しやすく、接着した細胞を安定して保持することができるものとなる。
【００２４】
　また、キトサン繊維集合体は、エレクトロスピニングにより形成されたキトサン繊維と
溶媒とをホモジナイズしたスラリー液を乾燥させることにより得た繊維集合体からなるも
のであってもよい。かかる繊維集合体は、小さく均一な繊維径の繊維が絡み合った均質な
繊維体である。ここでいう均質とは、厚さ方向及び平面方向に繊維が均一に存在している
状態、すなわち繊維の密度が均一な状態を指す。このとき、繊維と繊維との隙間（開口）
もほぼ均一な大きさで存在している。
【００２５】
　本発明にかかるキトサンマトリックスを構成するキトサン繊維は、キトサン類を主成分
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とする繊維である。すなわち、本発明における繊維体はキトサン類繊維からなるものであ
る。このため、本発明のキトサンマトリックスは、細胞の接着性に優れ、且つ細胞が増殖
しやすいものとなる。
【００２６】
　ここで、キトサン類とは、キチン(β－ポリ－Ｎ－アセチル－Ｄ－グルコサミン)を脱ア
セチル化した生成物又はこの誘導体をいい、キトサン（β－ポリ－Ｄ－グルコサミン）及
びその誘導体の他、未反応のキチン及びその誘導体を含有するものをいう。本発明で用い
ることができるキトサン類は、特に限定されないが、脱アセチル化度が５０％以上である
ことが好ましく、より好ましくは７０％以上、特に好ましくは、キチンの脱アセチル化度
が９０％以上である。なお、脱アセチル化度とは、キチン誘導体におけるキトサンの割合
を示すものである。
【００２７】
　キトサンの脱アセチル化度を９０％以上とすることで、機械的強度が非常に高いキトサ
ンマトリックスとすることができる。また、脱アセチル化度が９０％以上のキトサンを用
いてエレクトロスピニングした場合、キトサン繊維の繊維径を小さいものとしやすくなる
。径の細い繊維が密集することで、より繊維と繊維の間にできる細胞が入り込む開口が小
さくなるため、細胞が付着しやすく、接着した細胞を安定して保持することができるもの
となる。
【００２８】
　本発明で用いるキトサン類の主成分は特に限定されず、例えば、キトサン、Ｎ－アリル
キトサン、Ｎ－アルキルキトサン、ｏ－アリルキトサン、ｏ－アルキルキトサン、硫酸化
キトサン、ニトロ化キトサン、カルボキシメチル化キトサン等が挙げられるが、キトサン
、カルボキシメチル化キトサンが好ましい。
【００２９】
　本発明のキトサンマトリックスを構成するキトサン繊維は、キトサン類を含有するもの
であればよく、生体適合性に優れた他の成分を含んでいてもよい。
【００３０】
　また、本発明にかかるキトサンマトリックスは、板状であってもよいが、チューブ形状
であってもよい。チューブ形状の場合、神経再生材として好適なものとなる。なお、チュ
ーブの厚さは、特に限定されないが、例えば１００～５００μｍであることが好ましい。
この範囲であれば機械的強度を十分に保つことができ、また神経再生に好適なものとなる
からである。
【００３１】
　上述したキトサンマトリックスは、細胞の接着性に優れ、且つ細胞が増殖しやすいもの
であり、細胞培養基材や、創傷被覆材、神経再生材として用いて好適なものである。
【００３２】
　本発明にかかるキトサンマトリックスは、血清を付加したものであることが好ましい。
図１は、血清を付加したキトサンマトリックスの細胞接着性を説明する概略図である。繊
維集合体に血清を付加すると、図１に示すように、キトサンマトリックス１０のスルホン
化キトサン１１に、血清中に含まれる塩基性接着蛋白質１５（フィブロネクチン、ビトリ
ネクチンなど）又は塩基性細胞増殖因子１６が付加し、この塩基性接着蛋白質１５及び塩
基性細胞増殖因子１６と、細胞レセプター２０ａとが相互作用することで、細胞２０が非
常に接着しやすくなる。
【００３３】
　このキトサンマトリックスは、繊維集合体を血清に浸漬させて、乾燥させることにより
製造することができる。血清は特に限定されないが、牛胎児由来、馬由来、ヒト由来等が
挙げられる。
【００３４】
　なお、勿論、キトサンマトリックスを血清存在下で使用しても同様の効果が得られる。
【００３５】
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　ここで、キトサンマトリックスの製造方法の一実施形態を示す。
【００３６】
　まず、キトサン類をトリフルオロ酢酸等の溶媒に溶解させて、適宜ろ過等を行うことで
キトサン溶液を調製する。このとき、キトサン溶液には生体適合性に優れた他の成分を溶
解させてもよい。次に、キトサン溶液をエレクトロスピニング（静電紡糸）することによ
り繊維化することで繊維集合体を形成する。
【００３７】
　一方、キトサン、ＳＯ３－Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）ｃｏｍｐｌｅｘ溶
液を反応させることによりスルホン化キトサンを得る。得られたスルホン化キトサンを透
析等により精製し、純水に溶解することで、スルホン化キトサン溶液を得た。
【００３８】
　スルホン化キトサン溶液に、キトサン繊維集合体を一定時間浸漬させることで、キトサ
ン繊維集合体にスルホン化キトサンを吸着・固定させる。
【００３９】
　最後に、得られたキトサンマトリックスにＵＶを照射、又はエタノール等の溶媒に浸漬
させることにより、滅菌する。
【００４０】
　このように本発明にかかるキトサンマトリックスは、容易に製造することができ、上述
したように細胞の接着性に優れ、且つ細胞が増殖しやすいものである。
【００４１】
　以下、本発明を実施例に基づいて説明する。ただし、本発明はこれに限定されるもので
はない。
【００４２】
　（実施例１）
　＜キトサン繊維集合体の製造＞
　脱アセチル化度（ＤＡｃ）９３％のキトサン（北海道曹達株式会社製）１．６ｇを、ト
リフルオロ酢酸（和光純薬工業株式会社製）２０ｍｌに５０℃で１２時間かけて溶解し、
塩化メチレン５ｍｌを加え、ガラスフィルターでろ過してキトサントリフルオロ酢酸液を
得た。
【００４３】
　得られたキトサントリフルオロ酢酸液を注射器（テルモシリンジＳＳ－３０ＥＳＺ；テ
ルモ株式会社製）に入れて内径φ０．７ｍｍの針（シェアフィールドＳＶセット２２Ｇ；
テルモ株式会社製）につなぎ、インフュージョンポンプ（１１Ｐｌｕｓ；ＨＡＲＶＡＲＤ
　ＡＰＰＲＡＴＵＳ製）にセットした。針先に高電圧直流電圧電源（ＨＳＰ－３０ｋ－２
；日本スタビライザー株式会社製）の陽極を接続した。
【００４４】
　そして、ステンレス製電極板（５．５ｃｍ×５．５ｃｍ、厚さ１ｍｍ）を針の向きに対
して垂直になるように設置し、高電圧直流電圧電源の陰極を接続した。針と電極板との距
離を１２ｃｍとし、２５ｋｖの電圧をかけて、１時間かけて針から電極板へトリフルオロ
酢酸液を噴出することで、電極板上にキトサン繊維を得た。
【００４５】
　得られたキトサン繊維を電極板からはがして、所定の寸法（５ｃｍ×５ｃｍ）に成形し
、２８重量％のアンモニア水（和光純薬工業株式会社製）に室温で１時間浸漬させた後、
蒸留水を室温で２時間連続的に供給して洗浄した。
【００４６】
　次いでキトサン繊維をエタノールに３分間浸漬させた後、２枚のテフロン（登録商標）
板（６ｃｍ×６ｃｍ、厚さ３ｍｍ）に挟んでから全体がずれないようにクリップ等で固定
する。これを室温下で１６時間減圧乾燥することにより、キトサン繊維集合体を得た。
【００４７】
　＜スルホン化キトサン溶液の調製＞
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　脱アセチル化度９０％のキトサン（和光純薬工業社製）２ｇと、３０ｍｌのＳＯ３－Ｄ
ＭＦ　ｃｏｍｐｌｅｘ／ＤＭＦ（２．５Ｍ）溶液とを反応させ、得られた反応液を透析に
より精製し、蒸留水に溶解させることでスルホン化キトサン溶液を得た。
【００４８】
　＜キトサンマトリックスの製造方法＞
　得られたスルホン化キトサン溶液に、キトサン繊維集合体を２４時間浸漬させて、取り
出した後、５００μｌの蒸留水で３回洗浄した。洗浄したキトサン繊維集合体を７０％の
エタノールで滅菌し、乾燥させることで実施例１のキトサンマトリックスを得た。
【００４９】
　（実施例２）
　キトサン繊維集合体の製造において脱アセチル化度７８％のキトサンを用いた以外は、
実施例１と同様にして実施例２のキトサンマトリックスを得た。
【００５０】
　（比較例１）
　蒸留水にキトサン繊維集合体を浸漬させた以外は実施例１と同様にして比較例１のキト
サンマトリックスを得た。
【００５１】
　（比較例２）
　キトサン繊維集合体の製造において脱アセチル化度７８％のキトサンを用いた以外は比
較例１と同様にして比較例２のキトサンマトリックスを得た。
【００５２】
　（比較例３）
　ヘパリン（和光純薬工業社製）０．１ｇを１０ｍｌの超純水に溶解することによりヘパ
リン溶液を得た。このヘパリン溶液にキトサン繊維集合体を浸漬させた以外は実施例１と
同様にして比較例３のキトサンマトリックスを得た。
【００５３】
　（比較例４）
　キトサン繊維集合体の製造において脱アセチル化度７８％のキトサンを用いた以外は、
比較例３と同様にして比較例４のキトサンマトリックスを得た。
【００５４】
　（比較例５）
　キトアクア（サクシニルカルボキシメチルキトサン）０．１％５００μｌにキトサン繊
維集合体を浸漬させた以外は実施例１と同様にして比較例５のキトサンマトリックスを得
た。
【００５５】
　（比較例６）
　キトサン繊維集合体の製造において脱アセチル化度７８％のキトサンを用いた以外は、
比較例５と同様にして比較例６のキトサンマトリックスを得た。
【００５６】
　（予備試験１）
　実施例１及び２のキトサンマトリックスを、各濃度のＮａＣｌ溶液５００μｌに２４時
間浸漬させ、ＮａＣｌ溶液に溶出したスルホン化キトサンの量を測定し、キトサン繊維１
ｇあたりのスルホン化キトサンの溶出量を求めた。結果を図２に示す。
【００５７】
　図２に示すように実施例１及び実施例２のキトサンマトリックスにおいてスルホン化キ
トサンの溶出量は、ＮａＣｌ溶液が１Ｍ（ｍｏｌ／ｌ）以上ではほとんど変化がなかった
。これより、吸着しているスルホン化キトサンの大半が１Ｍ以上のＮａＣｌ溶液に浸漬さ
せることにより脱離してＮａＣｌ溶液に溶出することがわかった。
【００５８】
　（予備試験２）
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　実施例１及び２のキトサンマトリックスを、１ＭのＮａＣｌ溶液５００μｌに浸漬させ
て、時間経過によるＮａＣｌ溶液に溶出したスルホン化キトサンの量を測定し、キトサン
繊維１ｇあたりのスルホン化キトサンの溶出量を求めた。結果を図３に示す。
【００５９】
　図３に示すように実施例１及び実施例２のキトサンマトリックスにおいてスルホン化キ
トサンの溶出量は、２４時間以上ではほとんど変化がなかった。これより、吸着している
スルホン化キトサンの大半が２４時間、１ＭのＮａＣｌ溶液に浸漬させることにより脱離
してＮａＣｌ溶液に溶出することがわかった。
【００６０】
　試験例１及び２より、キトサンマトリックスを１ＭのＮａＣｌ溶液５００μｌに２４時
間浸漬させることで、吸着したスルホン化キトサン量を測定することができることがわか
った。
【００６１】
　（試験例１）：吸着試験
　実施例１～２及び比較例３～６のキトサンマトリックスを１ＭのＮａＣｌ溶液５００μ
ｌに２４時間浸漬させることで、ＮａＣｌ溶液に溶出したＧＡＧ（多糖）の量を測定し、
キトサン繊維１ｇあたりのＧＡＧ（多糖）の溶出量を測定した。結果を図４に示す。
【００６２】
　図４より、実施例１及び２のキトサンマトリックスは、比較例３～６のいずれよりも多
く、多糖を吸着していることがわかった。すなわち、キトサン繊維集合体には、ヘパリン
（比較例３及び４）や、キトアクア（比較例５及び６）よりもスルホン化キトサンが非常
に吸着しやすいことがわかった。
【００６３】
　（試験例２）：細胞培養試験１
　実施例２及び比較例２、４、６のキトサンマトリックスに以下に示す培養条件１及び培
養条件２で細胞を培養し、培養から１日後のキトサンマトリックスの状態を走査型電子顕
微鏡(ＳＥＭ）により観察した。結果を図５及び図６に示す。
【００６４】
　＜培養条件１＞
　　　培地：Ｇｉｂｃｏ　ａｌｐｈａ－ＭＥＭ　（１０％ＦＢＳ）
　　　播種細胞：Ｌ９２９　ｆｉｂｒｏｂｌａｓｔ　（マウス繊維芽細胞）
　　　細胞数：５×１０４ｃｅｌｌｓ／ｗｅｌｌ　（５００μｌ　ｍｅｄｉｕｍ）
　　　培養環境：３７℃、５％ＣＯ２、１－７ｄａｙｓ
　　　ＦＢＳ（牛胎児血清）：なし
【００６５】
　＜培養条件２＞
　　　培地：Ｇｉｂｃｏ　ａｌｐｈａ－ＭＥＭ　（１０％ＦＢＳ）
　　　播種細胞：Ｌ９２９　ｆｉｂｒｏｂｌａｓｔ　（マウス繊維芽細胞）
　　　細胞数：５×１０４ｃｅｌｌｓ／ｗｅｌｌ　（５００μｌ　ｍｅｄｉｕｍ）
　　　培養環境：３７℃、５％ＣＯ２、１－７ｄａｙｓ
　　　ＦＢＳ（牛胎児血清）：あり
【００６６】
　（結果のまとめ）
　図５に示すように、ＦＢＳのない状態で細胞を培養した場合、スルホン化キトサンを吸
着させた実施例２のキトサンマトリックスは、比較例２、４、６のキトサンマトリックス
に比べて比較的細胞が接着しているが、大きな差は見られなかった。
【００６７】
　しかしながら、図６に示すようにＦＢＳのある状態で細胞を培養した場合、スルホン化
キトサンを吸着させた実施例２のキトサンマトリックスは、比較例２、４、６のキトサン
マトリックスに比べて、著しく多量の細胞が接着していた。すなわち、スルホン化キトサ
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いことがわかった。これは、血清中に含まれる塩基性接着蛋白質（フィブロネクチン、ビ
トリネクチンなど）又は塩基性細胞増殖因子が吸着し、リガンドと細胞レセプター間とが
相互作用するためと考えられる。
【００６８】
　（試験例３）：細胞培養試験２
　また、各実施例及び各比較例のキトサンマトリックスに上述した培養条件２で細胞を培
養し、培養後３日後、７日後のキトサンマトリックスの状態を倍率５００倍でＳＥＭによ
り観察した。結果を図７～１４に示す。
【００６９】
　図７～１４に示すように、各実施例及び各比較例のキトサンマトリックスは、時間経過
とともに細胞の増殖が観察された。実施例１及び２のキトサンマトリックスは、比較例１
～６のキトサンマトリックスよりも、３日経過後にすでに細胞が多量に増殖していること
が確認できた。これは、細胞の接着量が多く、且つ接着した細胞が増殖しやすいためであ
ると考えられる。
【００７０】
　以上より、本発明のキトサンマトリックスは細胞培養基材として好適に用いることがで
きるものであることがわかった。また、血清存在下において、特に細胞の接着性に優れる
ことがわかった。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明にかかるキトサンマトリックスの細胞接着性を説明する概略図である。
【図２】予備試験１の結果を示すグラフである。
【図３】予備試験２の結果を示すグラフである。
【図４】試験例１の結果を示すグラフである。
【図５】試験例２の培養から１日後のキトサンマトリックスのＳＥＭ画像である。
【図６】試験例２の培養から１日後のキトサンマトリックスのＳＥＭ画像である。
【図７】実施例１のキトサンマトリックスのＳＥＭ画像である。
【図８】実施例２のキトサンマトリックスのＳＥＭ画像である。
【図９】比較例１のキトサンマトリックスのＳＥＭ画像である。
【図１０】比較例２のキトサンマトリックスのＳＥＭ画像である。
【図１１】比較例３のキトサンマトリックスのＳＥＭ画像である。
【図１２】比較例４のキトサンマトリックスのＳＥＭ画像である。
【図１３】比較例５のキトサンマトリックスのＳＥＭ画像である。
【図１４】比較例６のキトサンマトリックスのＳＥＭ画像である。
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